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まえがき

マツカワは冷水性のカレイ類で，天然の資源量は極め

て低い水準にあり，北海道内では栽培漁業対象種として，

人工種苗が放流されている。著者らは，噴火湾および日

高海域から放流した種苗が北海道の他に青森県から茨城

県までの沿岸にも移動することを報告した１－３）。しかし，

放流を実施している漁業者に対しては，種苗が放流場所

およびその周辺（以下，放流域と称する）で，何歳まで

あるいはどれくらいの大きさまで漁獲可能なのかを示す

ことが重要である。そこで，本報告では噴火湾および日

高海域に放流した人工種苗が，放流域で再捕される年齢

および全長について検討した。

材料および方法

供試魚は，北海道立栽培漁業総合センター*３および

（社）日本栽培漁業協会厚岸事業場*４で生産された０歳の

人工種苗で，噴火湾では1995～1999年の10～12月に砂原

町（現森町），森町，八雲町，長万部町，豊浦町，虻田

町（現洞爺湖町），伊達市および室蘭市から，平均全長

100～137㎜の種苗にスパゲティ型標識を有眼側の背鰭基

部付近に装着して，合計85,375尾を放流した（図１）。ま

た，日高海域では1993～1999年の12月に静内町（現 新

ひだか町），三石町（現 新ひだか町），様似町および，

えりも町から平均全長106～141㎜の種苗に同様の標識を

装着して，合計52 ,911尾を放流した。解析は漁業者と遊
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図１ マツカワ人工種苗の標識放流地点
Ａ：砂原町（現森町），Ｂ：森町，Ｃ：八雲町，
Ｄ：長万部町，Ｅ：豊浦町，Ｆ：虻田町（現洞爺
湖町），Ｇ：伊達市，Ｈ：室蘭市，Ｉ：静内町（現
新ひだか町），Ｊ：三石町（現新ひだか町），Ｋ：
様似町，Ｌ：えりも町
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漁者から寄せられた再捕報告を基に，再捕場所，年齢お

よび全長100㎜ごとに再捕尾数を集計して行った。再捕

場所については，放流した市町と同じ市町沖で再捕され

た場合を放流域での再捕とし，それ以外の場合を放流域

以外での再捕とした。例えば，森町から放流した種苗が，

森町沖で再捕された場合を放流域での再捕とし，森町沖

以外での再捕を放流域以外での再捕とした。年齢基準日

は人工種苗の孵化時期が３～４月なので４月１日とした。

結果および考察

噴火湾の８市町から放流した種苗（以下，噴火湾放流

種苗と称する）は，合計895尾が再捕され，そのうち473

尾（52.8％）が放流域で再捕された。放流域で再捕され

た種苗の最高齢は３歳，最大全長は475㎜であり，放流

域以外で再捕された種苗の最高齢は６歳，最大全長は

650㎜であった。また，日高海域の４町から放流した種

苗（以下，日高放流種苗と称する）は，合計1,153尾が再

捕され，そのうち311尾（27.0％）が放流域で再捕された。

放流域で再捕された種苗の最高齢は４歳，最大全長は

530㎜であり，放流域以外で再捕された種苗の最高齢は

５歳，最大全長は600㎜であった。

再捕年齢別に放流域と放流域以外での再捕割合を図２

に示した。噴火湾放流種苗が放流域で再捕された割合は，

再捕年齢が高くなるにつれて低下し，０～３歳ではそれ

ぞれ100％，70％，43％，29％，４～６歳では０％であ

った。また，日高放流種苗が放流域で再捕された割合は，

再捕年齢が高くなるにつれて低下する傾向が見られ，０

～5歳ではそれぞれ73％，35％，19％，12％，20％，0％

であった。ただし，噴火湾および日高放流種苗ともに４

歳以上では各年齢の再捕尾数は7尾以下と少なかったの

で，今後データの蓄積が必要である。

再捕全長100㎜ごとに放流域と放流域以外での再捕割

合を図３に示した。噴火湾放流種苗が放流域で再捕され

た割合は，再捕全長が大きくなるにつれて低下し，全長

100㎜未満から400㎜台では，それぞれ100％，84％，66％，

31％，16％，500㎜台と600㎜台ではそれぞれ０％であっ

た。また，日高放流種苗が放流域で再捕された割合は，

再捕全長が大きくなるにつれて低下する傾向が見られ，

全長100㎜台から600㎜台では，それぞれ47％，28％，

19％，６％，14％，０％であった。ただし，噴火湾およ

び日高放流種苗ともに全長500㎜以上では各全長区分の

図２ 再捕年齢別の放流域と放流域以外での再捕割合
上図：噴火湾放流種苗，下図：日高放流種苗，（ ）
内は再捕尾数を示す。

図３ 再捕全長別の放流域と放流域以外での再捕割合
上図：噴火湾放流種苗，下図：日高放流種苗，（ ）
内は再捕尾数を示す。
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再捕尾数は７尾以下と少なかったので，今後データの蓄

積が必要である。

以上のように，噴火湾および日高放流種苗の放流域で

の再捕割合は，加齢とともに低下し，また，その割合は

全長が大きくなるほど低下しており，これらのことは，

放流種苗は成長とともに放流域から移動・分散していく

ことを示唆する。
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